
13.射出成形品の位相差測定 

 

微小面積位相差測定装置ＫＯＢＲＡ－ＣＣＤは、従来のＫＯＢＲＡで光検出器として使用し

ているシリコンフォトダイオードの代わりに、ＣＣＤカメラを用いることにより位相差(レタ

ーデーション)および配向角を２次元分布として表示できます。 

 しかし、弊社の代表的な位相差測定装置ＫＯＢＲＡ－ＷＲが持つ機能のすべてをＫＯＢＲＡ

 －ＣＣＤが有している訳ではなく、以下の機能はＫＯＢＲＡ－ＣＣＤには備わっていません。 

  １）次数自動決定機能 

  ２）遅相軸判定機能 

   ただし、ＫＯＢＲＡ－ＣＣＤでも低位相差測定モード(約１００ｎｍ以下)

   のときは遅相軸を配向角として表示します。 

 ＫＯＢＲＡ－ＣＣＤの最適な用途は、プラスチックレンズに代表される光学用途の射出成形

 部品で成形歪みを小さくすることを目的とした対象物の評価です。図１および図２は光ディ

 スク用ピックアップレンズをＫＯＢＲＡ－ＣＣＤの低位相差測定モードで測定した例です。 

 ＫＯＢＲＡ－ＣＣＤは位相差範囲が測定波長の１／２以下、すなわち平行ニコル回転法の光

 学次数 1の範囲の対象物であれば問題なく測定できます。 

 

図１ ピックアップレンズの位相差分布 



 

図２ ピックアップレンズの配向角分布 

 

 しかし一般的な射出成形品の場合、必ずしも位相差が次数１の範囲に限定されるものではあ

 りません。これらの場合の多くはゲート付近の歪み量の評価に関心が高く、ゲート近傍はか

 なりの高位相差になるために測定は困難になります。例えば、ＤＶＤ用透明ケースのゲート

 周辺をＫＯＢＲＡ－ＣＣＤの標準測定モードで測定すると以下のようになります。 

 図３は、偏光板２枚を用いた直交ニコル観察時の図で、鮮やかな干渉色が観察できることよ

 り位相差は１０００ｎｍ以上の領域もあると判断できます。 

 図３の点線内をＫＯＢＲＡ－ＣＣＤで測定するとき、測定波長５９０ｎｍで平行ニコル状態

 でのＣＣＤカメラ取込画像は、図４のようになりになります。 

 

   図３ 直交ニコル観察時の干渉色   図４ ＫＯＢＲＡ－ＣＣＤのカメラ取込画像 



 図５は図４の測定面積内の位相差を次数１の範囲の数値で表示したものです。 

 実際には次数２、３・・・の領域にまたがる位相差が存在していても、すべて次数１の範囲

 に畳み込んだ表現※１になるために、ゲート周辺で大きな値にならずに逆に小さな値になって

 いますが、これは正しい数値ではありません。 

 

図５ ＤＶＤ用ケースの位相差分布 (ただし、次数１) 

 

 図６は同じく図４の測定面積内の配向角分布を示したものですが、標準測定モードでは遅相

 軸と進相軸の判別ができないために、図６を注意深く見るとすぐ隣り合ったセグメントで９

 ０°異なる軸方位を表示している箇所があります。したがって、標準測定モードで得られる

 配向角分布の情報は成形品の樹脂流れ等の評価にそのまま役立つとも言えません。 

 

図６ ＤＶＤ用ケースの配向角分布  



  図７は図５の位相差分布と図６の配向角分布の各数値を用いて次式によって計算した値を表

  示したもので、直交ニコル観察時の透過光量を擬似的に再現したものになります。 

    |Ｒｅ×ｓｉｎ２θ| 

  この図において、青色の値の小さい箇所は配向角θが０°(Ｙ方向)あるいは９０°(Ｘ方向) 

  になっているか、または見掛け上の位相差Ｒｅが０近くになっているかのいずれかに相当し

  ます。また、赤色の値の大きい箇所は配向角θが４５°あるいは１３５°になっていること

  を意味します。 

   

図７ |Ｒｅ×ｓｉｎ２θ| の分布 

 

  対象物が直交ニコルでの目視観察が可能な大きさであれば、干渉色から位相差のおおよその

  値が判断でき、また直交ニコルの間の対象物の方向を変えたときの消光箇所を観察すること

  により、配向角方向の大まかな判断も可能です。したがって、現時点では高位相差領域を有

  する対象物の場合は、直交ニコル観察によってできるだけ多くの配向に関する情報を得るの

  が最善の方法といえます。 

 

 

※１   

 図８は、高位相差領域の対象物をＫＯＢＲＡ－ＣＣＤを用いて波長５９０ｎｍで測定し、位相差を次

 数１の範囲に畳み込んだときの説明図です。真の位相差が図中の黒色折れ線のように連続的に減少し

 ているものを次数１の範囲の数値にすると、次数２および３の範囲の位相差はそれぞれ図中の青色お

 よび赤色の折れ線となり、見掛け上は山谷が現われる位相差変化になります。また、図中の斜線部は

 次数境界近傍を表し、ＫＯＢＲＡ－ＣＣＤではこの範囲の数値は不感帯になることにも注意が必要で

 す。 



 

図８ 位相差の次数１範囲への畳み込み 


